
Appleポリシーは、 Cerberus Enterpriseが MDMを介して Apple
デバイスに適用する管理設定を定義します。これらの設定は、ダッシュボードの Apple
ポリシーエディタから構成されます。

Apple デバイスの管理には、 Apple Management (APNs) の設定が必要です。必要に応じて、 Apple
Management setup (APNs)> ページをお読みください。

ダッシュボードで ポリシー を開き、 新しい Appleポリシーを作成 をクリックします。既存の Apple
ポリシーを編集するには、ポリシーテーブル内の該当する行をクリックしてください。

Apple Policy Editor
は、展開可能なセクションのセットで構成されています。ページ上部では、常に以下の項目を編集できます
：

名前  (必須 )
ID (読み取り専用 )
説明  (任意 )

以下のセクションは、現在 Apple Policy Editorで利用可能なパネルに対応しています。

アプリ管理 : アプリ関連の制限および管理対象アプリを設定します。
パスコード設定 : パスコードの要件および関連するルールを設定します。
セキュリティ : 自動ロック解除や生体認証によるロック解除などの機能を制御します。

Appleポリシー

始める前に

Apple Policy Editorを開く

エディターのレイアウト

ポリシーセクション

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/apple-apns
https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/apple-apns


iCloud: 特定の iCloud
サービス（バックアップ、キーチェーン同期、プライベートリレーなど）の許可または禁止を設定
します。
マルチメディア : カメラおよび関連機能の許可 /禁止を設定します。
セルラー : セルラー関連の設定（アプリのセルラーデータ設定、 eSIM
、プラン変更など）を制御します。
ネットワーク : AirDrop、 AirPrint、 AirPlay、およびその他の接続設定を制御します。
アカウント : アカウントの変更を制限し、（オプションで） Google
アカウントおよびメールアカウントを設定します。

変更を適用するには、 ポリシーを保存
を使用します。保留中の編集がない場合、またはライセンスの期限が切れている場合、ボタンは無効になり
ます。

既存のポリシーを編集する場合、ページには ポリシーの削除
アクションも表示されます。また、エディターの下部には 関連デバイス
リストが表示される場合があり、現在そのポリシーを使用しているデバイスの数を確認できます。

パスコード：パスコードの要件および関連するセキュリティオプションを設定します。
制限：許可される機能および OSレベルの制限を定義します。
アプリとプロファイル：インストール済みアプリおよび構成プロファイルの設定。

Apple Policy Editorの多くのオプションには、要件やサポートされている OS
バージョンを記載したツールチップが表示されます。

保存、削除、および関連デバイス
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